
使⽤上のご注意
電波を発する装置のため、送信側トランシーバーの影響を受けます。
トランシーバー送信側の場合、ユニットから30㎝以上離れてご使⽤ください。

トランシーバ
の使⽤

誤検知の原因になりますので、表⽰の位置にセンサーを設置してください。
設置確認は⽕災試験によりアプリの反応をご確認ください。センサーの設置

電波状況によって、受信機の反応がアプリに反映されるまで遅延が⽣じる場合があります。電波環境

本⽂中の
表⽰について 本来の性能を発揮できない、または機能停⽌につながることがあり、ご注意いただきたい内容です。

連絡先︓
https://bitpeeps.co.jp/tenken-watcher/trouble 

テンケンウォッチャ トラブルシューティングサイト →

もしものとき

info1@bitpeeps.co.jp

テンケンウォッチャ
型番 TW-02

取扱説明書

「テンケンウォッチャ
TW-02」を正しくお
使いいただくために、
ご使⽤の前に「取扱説
明書」をよくお読みく
ださい。
お読みになった後は、
いつでも⾒られるとこ
ろに保存してください。

11

テンケンウォッチャ基本的な設置の流れ

通話試験をする場合10

※ご使⽤の前に、テンケンウォッチャアプリ（以下、アプリ）をダウンロードしたスマートフォンをご準備ください。

※電波が弱い場合はアンテナケーブル（オプション品）
をご使⽤ください。

ユニット設置
（2ページ）➊へ

1

ベルを遠隔で確認する場合、
ベルへの配線

（2ページ）❷へ
2

センサーモジュール設置
（3ページ）➌へ

3
ユニットの電源を⼊れる
・電波状況確認

（4ページ）➍へ
4

（7ページ）❿へ

点検作業開始

※スイッチボットは、市販のものをご準備ください。

※テンケンウォッチャPROをご契約の場合にカメラ
をご利⽤いただけます。

アプリ起動・ログイン5
（4ページ）❺へ

アプリの基本操作
（5ページ）❻へ

6

スイッチボット設置
（7ページ）❾へ

9

アプリの各種設定
（6ページ）❼へ

7

カメラ設置
（7ページ）❽へ

8

※LEDが1個点灯の場合は、使⽤しないでください。

※通話試験は、ケーブル（オプション品）をご使⽤くだ
さい。
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【接点端⼦】2ポート 無電圧a接点（許容範囲︓200V、2A）

受信機側のベル線の共通線（マイナス側）を外す。
①で外した線を配線⽤のケーブルにつなぎ、
テンケンウォッチャの接点端⼦へ接続。
もう⼀つの配線⽤のケーブルの⽚側をテンケン
ウォッチャの接点端⼦へ接続。
配線⽤のケーブルのもう⽚⽅を受信機側のベル線
の共通線（マイナス側）に接続。

既設配線が短い為、予め配線⽤の
ケーブルの⽤意が2本必要です。

ベル遠隔点検⽤配線⽤のケーブル1
2

3

4
https://www.wago.co.jp/products/densetu/

配線⽤のケーブル例

ベル配線の注意点
l 消防設備⼠甲種4類 資格者のみ⾏ってください。
l 点検終了後に、配線を元に戻して必ず鳴動確認をしてください。

1 ユニット設置
マグネットフック

ユニット

配線例

ベルへの配線2
lユニットの接点端⼦を経由して、⾮常ベルの共通線（マイナス側）をつなぐ。

ベルを遠隔で確認する場合のみ

能美 P型2級 FCS129の場合

ベル

BC+

BＦ－ 1

2
3

4

ベルテンケンウォッチャ
接点端⼦（極性なし）

BC+

パナソニック P型1級 BVJ13159の場合

BL+

BC(－) 1

ベル

2

3

4

テンケンウォッチャ
接点端⼦（極性なし）

BL+

ベル

1 2 1 2

【各社の共通線（マイナス側）端⼦】
パナソニック、ホーチキ、ニッタン・・・BC 端⼦（BC1、BC2、BC(-)など含む）
能美防災・・・BF、BKC、端⼦（＊プラス側が「BC+」の場合もあるので、注意）

ベル短絡表⽰が出た場合は、 逆のプラス側端⼦をユニットの接点端⼦を経由してつなぐ。

https://www.wago.co.jp/products/densetu/


地区窓

表⽰位置

モジュールの取付⽅法

3 センサーモジュール設置

3

モジュールの設置⽅法

モジュール⽕災受信機

基板マーク

表⽰位置に合わせる。

設置⽅法(A) 取付板による設置

地区窓が
縦1列のとき

地区窓が
縦5列のとき

モジュールと受信機表⽰
の距離は約1cm以内

モジュールを正しく取り
付けなければ、テンケン
ウォッチャでの点検確認
ができません。

おすすめ︕

上下の地区窓が狭い受信機へは、
下段から取り付けてください。

治具に設置し、
表⽰位置に合わせる。

②治具を⾦属部に
ピタッと設置。

①

設置⽅法(B) 治具による設置

受信機側取付板

付属の養⽣テープ
などを利⽤

⽕災受信機の表⽰を検知すると同じ番号の窓が点灯。

モジュールと点検画⾯の番号との関係

1

2

3

20

19

ユニットの上からアプリの点検画⾯
検知!

オレンジ検知設定

受信機が照明や太陽光など照らされて
いる環境では誤動作を起こす恐れあり。
誤動作を起こす場合は、受信機に光が
当たらないようにしてください。

表⽰に元々の⾊がある
（2JWの⾖電球の場合）

表⽰の⾊がこのようなときは．．．

表⽰が暗い 感度アップ設定

表⽰が⻘い（LED） ブルー検知設定
（設定⽅法は、6ページ参照）
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ユニットに、ACアダプター（モバイルバッテリー）を接続。①

接続後のLEDの発光⾊

電源を⼊れた直後 通信中

点滅

接続待機中

電源を⼊れる・電波状況確認4
電波の強さに
合わせて点灯

モバイルバッテリーの使⽤は、基本的に弊社では動作を保証しません。
パートナー様等からの実績事例があります。テンケンウォッチャ取説サイトをご確認ください。

電波が弱い場合はアンテナケーブル（オプション品）をご利⽤ください。

5 アプリ起動・ログイン アプリのインストールは、別途資料をお読みください。

ログイン⽅法

lテンケンウォッチャアプリは、
複数⼈が同時にログインが可能。

点検表リセット

点検履歴をリセット。

点検設定画⾯（その他）

点検画⾯の下部の
[点検設定 ]を
タップすると画⾯
が表⽰されます。

ファームウェア更新

ユニットのソフトウェ
アバージョンを更新。

更新中は、電源を切らない
でください。

エラーが表⽰された場合は、
お問い合わせください。

（1ページ、弊社連絡先まで）

中断すると、ユニット破損の恐れ。

電波状況が良いところで⾏
なってください。

l更新時は「更新中」、
最新バージョンであれ
ば「最新の状態」と表⽰。

アプリの注意事項

アプリの画⾯に以下の表⽰がされた場合は、テンケン
ウォッチャを使⽤すると点検に⽀障をきたします。

＊電波環境による注意事項

テンケンウォッチャ
での点検確認は
できません

ご利⽤者の現在地は
電波が悪く

確認ができません

30秒後

しばらく
お待ち

ください

通信が待機中

LEDが1個点灯の場合は、使⽤しないでください。
LEDが2個点灯の場合、画像が遅延する場合があります。
LEDが3〜4個点灯の場合は、問題なく動作します。
＊電波強度が良くても、携帯網のため通信遅延が起こる場合もあります。



アプリが通信できない時は、アプリの注意
事項（5ページ）を参照してください。

l モジュールが検知した表⽰を、点検者のアプリから確認。
l アプリから接点の連動・⼿動出⼒などの指⽰を送信。

6 アプリの基本操作

⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

スイッチボット操作画⾯を表⽰。
カメラ操作画⾯を表⽰。
[点検終了]をすると、しばらく経過後、点検表⽰と記録は消去。
取説サイトを表⽰。
各種点検設定。（6ページ参照）

点検画⾯

8

4

5

9

1 2

6

各表⽰・ボタンの説明

①
②
③

ユニットとアプリの接続状態を表⽰。
読み出しの消⾳設定／解除。
復旧など、お知らせ表⽰。

④

感知器を複数同時に点検する場合は、 1番
発報!
1番︕

「⾳声読み出しスピードを上げること」
「発報の⾳声を解除」をお奨めします。

l窓を[H]または[T]に設定変更し、点検確認へ。
（設定⽅法は6ページ参照）

受信機の表⽰を検知すると、窓のアラームは変化。

1

アラーム表⽰の点灯⾊と⾳声（1番窓の例）

発報検知

1 11

点検結果記録点検前 1番
発報!

または 1

ベルの点検 ／ 改修⼯事の使⽤⽅法

発信機!

1番
発報!

トラブル!

1番
発報!

l発信機、トラブル、番号窓のアラーム順は、状況により前後。

⑤
⑥

接点1／接点2を⼿動でON。
呼び出し⾳声を設定。
おすすめ︕

7

10 1

スイッチボット操作画⾯

設定した機器名
をタップすると、
作動

3

5
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7 アプリの各種設定

⾮常ベルの鳴動設定

1

2
3

連動の場合

点検設定（接点出⼒）

連動して接点出⼒を⾏う窓
を選択。

①

接点（極性あり無電圧接点出⼒）
の連動・⼿動出⼒を設定。

接点出⼒のON時間を設定。②

設定した情報をユニットに
反映。

③

l 設定した時間の経過後
に、ベルは停⽌。

l１度接点ONを⾏うと
約5秒間待機。

l ベルの点検などをする場
合に、設定してください。

呼び出し設定 呼び出す間隔/表⽰⾊の検知設定

1
2
3

点検設定画⾯（検知設定）

③ 「復旧」または「全復旧」呼び出しまでの時
間（秒）を設定。

②

アラーム間隔
復旧秒数

（全復旧秒数）
アラームから復旧（全復旧）

までの間隔（秒）

復旧︕1番
発報︕

全復旧︕

点検画⾯で表⽰されるア
ラームの間隔（秒）を設
定。

①

※ 表⽰の検知は、かなり早い
頻度で⾏なっています。
時間を短くすると、頻繁に
アラームが通知されます。

試験復旧に時間がかかる現場
は、時間を⻑めに設定するこ
とをお奨めします。

おすすめ︕

4

受信機の表⽰に元々の⾊がある場合（ ）
に、ONの設定。

④

検知設定で設定した時間になると「復旧」の
呼び出し。

③

1
2
3

点検画⾯の窓を
タップすると、
設定メニューが
表⽰されます

点検画⾯

ベルの点検、改修⼯事の保守をする場合は、
発信機表⽰・トラブル表⽰にモジュールを
設置し⇒窓の設定変更（①②）をしたうえ
で⇒点検することをお奨めします。

発信機（H）設定

トラブル（T）設定

1番
発報!20番窓を設定し、

地区窓が1のとき
発信機!

トラブル!

おすすめ︕

①②点検画⾯の窓の表⽰
と、呼び出し⾳声を
設定。

5
6

受信機の表⽰に⻘⾊（LED）がある場合に、ON
の設定。

⑤

受信機の表⽰が暗い場合に、ONの設定。⑥

カメラ設定

カメラの連動・⼿動出⼒を設定。

カメラ・スイッチボットの設定

窓の呼び出し設定

点検画⾯の
[S]ボタン
をタップす
ると、表⽰
されます

スイッチボット設定

編集画⾯に進み、スイッチボットの機器名を設定。
BLE MACは、SwitchBotスマホアプリを閲覧

l 全てのセンサーに連動させ
る場合は、”ALL”を選択。
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もしもし︕
通話試験です

10 通話試験

8 カメラの設置 テンケンウォッチャPROをご契約の場合、ご利⽤可能です。

スイッチボットの設置9

ピピピ︕

l ⼈の声を検知すると、
ピピピと反応⾳を返す。

l 送受話器の擬似回路を持って
おり、通話確認が可能。

カメラの使⽤例

治具のマグネット部でピタッと設置
または、養⽣テープなどで貼って設置。

l 設置後に、アプリでカメラ設定を
する。（6ページ参照）

点検開始前に、アプリで動作確認を⾏ってください。

インターフォンの部屋番号、
液晶の表⽰などを確認。
（静⽌画のみ）

アプリで確認

カメラで画像を確認。
撮影も可能。

市販の両⾯テープなどで貼って設置。
ユニットから10mの範囲内で使⽤で
きます。

ボタンやレバーを押すなど

l スイッチボットは、市販のものをご⽤意ください。
l 点検開始前に、アプリで動作確認を⾏ってください。

タッチパネル⽤治具
受信機レバー⽤治具
（オプション品）

カメラの使⽤例アプリで操作

スイッチボットで遠隔操作。
購⼊時に付属のスリーエムの
テープのご使⽤をお奨めします。

おすすめ︕

l 設置後に、アプリでスイッチボッ
ト設定をする。（6ページ参照）

通話試験は、ケーブル
（オプション品）をご利⽤
ください。
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分解禁⽌禁⽌

安全上のご注意
lご使⽤の前に、この欄を必ずお読みになり正しくお使いください。
lここに⽰した注意事項は、安全に関する重⼤な内容を記載していますので、必ず守ってください。
lお読みになったあとは、いつでも⾒られる所に必ず保管してください。

表⽰について

ここでは、製品を安全に正しくお使いいただき、
あなたや他の⼈々への危害や財産への損害を未然
に防⽌するために、いろいろな表⽰をしています。
内容をよく理解してから本⽂をお読みください。

必ずお守りください

接触禁⽌

してはいけない内容
（禁⽌事項）です。

実⾏しなければならない
（強制事項）です。

電源プラグを抜け

注意 誤った取り扱いをすると、⼈が軽傷を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発⽣が想定
される内容を⽰しています。

n ぬれた⼿で電源プラグをさわらない
ぬれた⼿で電源プラグを抜き差ししないでください

設置・据付をするとき

n 電源コ－ドを引っ張らない
電源プラグを抜くときは、電源コ－ドを引っ張らないで
ください。コ－ドが傷つき、⽕災・感電の原因となるこ
とがあります。 必ずプラグを持って抜いてください。

使⽤するとき

n 万⼀、異常が起きたら
次の場合、電源スイッチを切り、電源プラグ
を抜いて販売店にご連絡ください。そのまま
使⽤すると、⽕災・感電の原因となります。
n 煙が出ている、変なにおいがするとき
n 内部に⽔や異物が⼊ったとき
n 電源コードが傷んだとき

（⼼線の露出、断線など）

n 内部を開けない、改造しない
内部には電圧の⾼い部分があり、ケースを開
けたり、改造したりすると、⽕災・感電の原
因となります。

n 内部に異物を⼊れない
内部に⾦属類や燃えやすいものなど、異物を
差し込んだり、落とし込んだりしないでくだ
さい。⽕災・感電の原因となります。

n 雷が鳴ったらさわらない
雷が鳴り出したら、電源プラグにはさわらな
いでください。感電の原因となります。

n 指定外の電源電圧で使⽤しない
表⽰された電源電圧を超えた電圧で使⽤しないでくださ
い。⽕災・感電の原因となります。

n 電源コードを傷つけない
電源コードを傷つけたり、加⼯したり、熱器具に近づけ
たりしないでください。
また、コードの上に重いものをのせないでください。⽕
災・感電の原因となります。

n 不安定な場所に置かない
ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かな
いでください。落ちたり、倒れたりして、けがの原因と
なります。

n ⽔にぬらさない
本機に⽔が⼊ったりしないよう、また、ぬらさないよう
にご注意ください。⽕災・感電の原因となります。

設置・据付をするとき

n 指定外の電源ケーブル・アダプタを使⽤しない
付属の電源ケーブルまたはＡＣアダプタ以外は使⽤しな
いでください。また、付属の電源ケーブルまたはＡＣア
ダプタをほかの機器に使⽤しないでください。感電・発
煙・⽕災・故障の原因となります。

警告 誤った取り扱いをすると、⼈が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を⽰しています。

（2021年12⽉ 3版発⾏)


